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はじめに 

 

現在の鋼橋の設計手法は長年の実績があり，簡便で使いやすいものでありますが，簡便

さ故に，実際の鋼橋の力学挙動は大幅に単純化され設計計算が行われています．そのため，

以前より，斜橋の設計等にみられるように，計算結果と実際の構造物の挙動に乖離する事

象が存在していました．しかし，今日では，有限要素解析などの構造解析におけるハード・

ソフトは目覚ましく進歩し，構造詳細および材料特性に関して高い精度でモデル化するこ

とが可能になり，構造物の実挙動を正確に捉えることができるようになってきました．ま

た，鋼とコンクリートの持ち味を生かした橋の開発も進み，その合理的な設計法について

も実績が積まれてきています． 

このような状況において，本小委員会では鋼橋の実挙動を踏まえた上で，まず現在の設

計手法に含まれている不合理な点の洗い出しを行った．その結果，下記の６テーマを取り

上げ，各 WG において活発な活動を行ってまいりました． 

１． 連続合成桁の負曲げ区間の設計法 

２． 連続桁中間支点の設計曲げモーメントの評価方法 

３． 曲線橋および斜橋の実挙動の把握 

４． ２次部材の設計法（対傾構，横構および支点上補剛材） 

５． ケーブルなどの安全率の評価と設定 

６． 局部座屈と全体座屈の連成座屈の評価法 

本報告書は，これらのテーマに対して，まず既往の文献などを整理するとともに，現状

の実構造物挙動を数値解析的に明確にしています．さらに，現在の設計手法の枠組みは維

持しながら設計の合理化の可能性を確認するとともに，より合理的な設計手法の提案を試

みております．本報告書の内容については，まだまだ不十分であり，解決しなければなら

ない点も多々あるかと思いますが，合理的な設計手法の構築に向けて参考になるものと確

信しております．今後も，多くの課題に議論を積み重ねて解決していく必要があります． 

終わりに，２年間，本小委員会において熱心に活動いただき，報告書の取りまとめにご

尽力いただきました委員のみなさまに心より御礼申しあげます．特に全体取りまとめにご

尽力いただきました山田忠信幹事長，各 WG 主査・幹事のみなさまには重ねて熱く御礼申

し上げます．本報告書が鋼構造物の設計や維持管理に関わる技術者や研究者の方々に参考

になれば幸いです． 
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